八千代座

外観の灰色の瓦、木枠、白い羽目板が、八千代座の色鮮やかな内部と非常に対照的である。中に入ると、桝席を取り囲むように赤い提灯が吊られ、鮮やかな青色の天井に年代物の広告が描かれている。1911年、商工組合が八千代座を建て、歌舞伎の芝居小屋として開館した。

芝居小屋とその盛衰
八千代座は、大正時代（1912–1926）に山鹿で定着し、その演目は当時の文化的嗜好を反映していた。八千代座では、歌舞伎だけでなく、無声映画「浪花節」（日本の語り歌）や、独奏会も催された。舞踊興行や、武道会などの競技イベントも開催された。第2次世界大戦から数十年がたち、テレビが人気文化よりも有利に転じ、主な娯楽源となり、その人気に陰りが見え始めた。

復興と保存
八千代座が1970年に閉館となった後、その建物は、荒廃し、取り壊し寸前の状態となった。1980年ごろ、八千代座を救い、復興しようとする草の根運動が、老人会と地元の若者たちにより始められた。この住民による活動により、山鹿の歴史の重要な一部として八千代座を保存することに成功した。1988年、八千代座は国の重要文化財に指定され、このような栄誉を受けた、日本で3番目の芝居小屋となった。

芝居小屋の特徴
役者が舞台と舞台裏の間を移動する際の「花道」、劇中の入場のための観客近くのせり上がる演壇である「スッポン」などが八千代座の物理的特徴としてあげられる。その他、場面転換を効果的に行うために下から人力で廻すことができる舞台の円形部分である「廻り舞台」もある。最盛期では1,000人を超える観客を収容していた八千代座であったが、現在の収容人数は700人となっている。

今日の八千代座
1996年に大修復が始まり、2001年に完了した。建物の木造の大部分は元々の建築が残ったままとなっている。今では、八千代座は歌舞伎やその他舞台芸術の会場として役割を果たしている。事前に通知すれば、地元ガイドによる、日本語の見学ツアーを体験することができる。この芝居小屋がかつての全盛期の姿へと忠実に修復されたことは、山鹿の住民が自分たちの文化遺産の中に持っているプライドを表している。
